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│
統
一
テ
ー
マ
「
利
他
性
を
考
え
る
」
の
振
り

返
り
と
本
研
究
の
狙
い

　

本
論
は
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
研
究

セ
ン
タ
ー
と
称
す
）
で
「
利
他
性
を
考
え
る
」
を
統
一
テ
ー
マ
に
し
て
三

年
間
取
り
組
ん
だ
成
果
を
ま
と
め
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
三

年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
当
初
は
、
宗
教
学
の
領
域
に
お
け
る
利
他

行
動
を
、
と
く
に
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
利
他
の
定
義
を
定
め
ず
、
自
分

自
身
の
専
門
領
域
の
研
究
に
お
け
る
利
他
の
概
念
を
用
い
て
の
事
例
研
究

を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、
三
重
県
熊
野
市
紀
和
町
内
に
点
在
す
る
複
数

の
教
団
（
曹
洞
宗
寺
院
・
天
理
教
・
金
光
教
）
で
行
わ
れ
て
い
る
社
会
活

動
に
注
目
し
た）

1
（

。
成
果
と
し
て
は
、
各
宗
教
教
団
に
お
い
て
は
、
信
仰
対

象
や
教
理
の
理
解
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
教
団
間
の
交
流
は
難
し
い

と
さ
れ
て
い
る
な
か
、
紀
和
町
で
は
、
宗
教
団
体
に
よ
る
地
域
住
民
や
子

ど
も
た
ち
を
も
巻
き
込
ん
だ
活
動
が
定
期
的
に
行
わ
れ
、
実
施
状
況
に
つ
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ろ
狭
義
に
し
ろ
、
個
々
に
分
か
れ
て
は
存
在
で
き
な
い
意
味
を
も
つ
。
た

だ
、
こ
こ
で
哲
学
的
な
議
論
し
て
も
有
益
な
答
え
は
見
つ
か
ら
な
い
た

め
、
本
論
に
お
い
て
は
と
り
あ
え
ず
「
利
他
（
性
）」
を
広
義
と
し
て
捉

え
、
以
下
の
よ
う
な
定
義
に
限
定
し
て
お
く）

2
（

。

「
も
と
も
と
人
間
が
持
っ
て
い
る
他
人
へ
の
思
い
や
り
や
そ
の
よ
う

な
行
為
を
行
う
こ
と
」

　
「
人
間
が
持
っ
て
い
る
他
人
へ
の
思
い
や
り
」
と
い
っ
て
も
一
口
に
は

説
明
が
つ
か
な
い
。
日
常
生
活
に
お
け
る
思
い
や
り
と
し
て
極
端
な
例
と

し
て
バ
ス
で
席
を
譲
り
合
う
こ
と
も
思
い
や
り
の
類
で
あ
る
た
め
に
こ
れ

も
利
他
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
一
般
的
な
事
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
近
隣

住
民
や
一
般
市
民
が
駅
周
辺
や
公
園
な
ど
で
行
う
清
掃
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
利
他
的
行
為
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
持
つ
も
の
は
誰
も
い
な

い
で
あ
ろ
う
（
稲
場
、
二
〇
一
一
）。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
研
究
は
、
こ
う
し
た
「
他
人
を
思
う
気
持
ち
」
を

「
利
他
」
と
定
義
付
け
し
た
上
で
、
そ
の
人
間
が
生
ま
れ
つ
き
持
ち
得
る

「
利
他
性
」
の
現
れ
を
、
近
代
に
お
け
る
皇
室
の
福
祉
事
業
、
と
く
に
海
外

（
主
に
植
民
地
）
の
災
害
に
お
け
る
支
援
事
業
か
ら
の
考
察
を
試
み
た
い）

3
（

。

い
て
も
（
課
題
は
あ
る
も
の
の
）
比
較
的
順
調
に
実
施
さ
れ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
団
体
の
信
者
を
含
む
地
域
住

民
を
対
象
に
し
た
社
会
活
動
の
効
果
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
と
ど
ま

ら
ず
、
宗
教
団
体
の
内
外
の
条
件
の
中
で
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
て
い
く
効
果
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

次
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ま
で
の
利
他
に
関
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
議

論
を
踏
ま
え
、
自
分
の
研
究
に
お
け
る
「
利
他
（
性
）」
を
定
義
づ
け
る

こ
と
か
ら
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
『
道
徳
科
学
の
論

文
』
の
な
か
で
、「
利
他
」
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
整

理
す
る
中
で
、
廣
池
千
九
郎
自
身
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
存
在
と
し
て

「
皇
室
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
人
間
が
生
ま
れ
つ
き
持
ち
得
る
「
利
他
性
」
の
現

れ
を
、
近
代
に
お
け
る
皇
室
の
福
祉
事
業
の
展
開
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に

至
っ
た
。

　

一
方
で
、
利
他
・
利
己
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
議

論
の
ほ
か
に
、
伊
東
俊
太
郎
先
生
が
常
々
言
及
し
て
い
る
「
利
」
を
ど
う

定
義
す
る
か
、
あ
る
い
は
分
け
る
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
、
ま
た
は
、

こ
れ
ま
で
に
当
セ
ン
タ
ー
の
ゼ
ミ
で
議
論
さ
れ
て
き
た
「
他
」
を
ど
う
考

え
る
か
な
ど
、
そ
の
解
釈
は
研
究
分
野
を
問
わ
ず
、
多
種
多
様
で
あ
る
。

当
然
な
が
ら
宗
教
社
会
学
を
専
門
と
す
る
筆
者
も
い
ま
だ
そ
の
定
義
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。
一
般
に
、
利
他
は
利
己
の
対
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ

る
が
、
利
他
と
利
己
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
義
に
し
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一
、
廣
池
千
九
郎
の
「
利
他
」
に
つ
い
て

　

本
論
に
入
る
前
に
、
以
下
で
は
、
ま
ず
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
提
唱
者
で
あ
る

廣
池
千
九
郎
（
法
学
博
士
、
一
八
六
六
〜
一
九
三
八
）
が
著
し
た
『
道
徳

科
学
の
論
文
』（
新
版
）
に
お
け
る
利
他
主
義
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
廣

池
は
「
利
他
主
義
」
に
つ
い
て
、
図
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
各
章
に
お
い

て
哲
学
や
社
会
学
に
お
け
る
多
数
の
文
献
を
引
用
し
つ
つ
、
著
者
な
り
の

論
を
加
筆
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る）

4
（

。

　

図
1
で
は
、
廣
池
自
身
に
よ
る
「
利
他
主
義
」
の
定
義
は
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
利
己
主
義
に
基
礎
を
置
き
、
利
己
主
義
を
目
的
と
す
る
こ
と
で

あ
る
従
来
の
因
襲
的
道
徳
は
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
最
高
道
徳

が
従
来
の
道
徳
と
は
基
礎
か
ら
異
な
る
こ
と
の
理
由
づ
け
と
し
て
「
利
他

主
義
」（
利
他
的
要
素
）
を
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、

最
高
道
徳
は
、
心
づ
か
い
（
精
神
作
用
）
を
重
視
す
る
道
徳
で
あ
り
、
そ

の
実
行
の
動
機
は
相
手
や
第
三
者
へ
の
温
か
い
思
い
や
り
の
心
（
慈
悲
心

＝
真
の
利
他
心
）
を
本
質
と
す
る
質
の
高
い
道
徳
で
あ
る
と
同
時
に
、
他

者
に
対
し
て
思
い
や
り
の
心
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
品
性

が
向
上
し
、
周
り
の
人
々
に
も
よ
い
影
響
を
与
え
、
安
心
と
喜
び
の
多
い

人
生
を
築
い
て
い
く
原
動
力
と
な
る
と
し
、
こ
こ
で
も
利
他
的
行
為
（
利

他
性
）
を
「
思
い
や
り
の
心
（
＝
慈
悲
心
）」
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
廣
池
博
士
は
、
著
書
の
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
に
お
い

図 1．『道徳科学の論文』における利他主義（筆者作成）

・第一章　第三項　道徳実行の効果を科学的に証明する研究の急務
・第三章　第七項　第一節　人種改良学
・第四章　第二項　参考（五）社会心理学（マクドゥガル著『社会心理学概論』p. 18）p. 19
・第七章　第一項　第五節　第二目　 老人尊敬の風ならびに親孝行の風起こる（ボガーダス著『社会心理学綱

要』pp. 39─41）
・第七章　第二項　第三節　第一目　 功利説（ヘフディング著『近世哲学史』［英訳］、p. 487）
・第七章　第二項　第三節　第三目　 道徳発生の根本原因を自己保存の観念に置かざるものは道徳実行上の真の

力とならず（ウォード著『純粋社会学』pp. 424─426）
・第七章　第三項　第四節　 道徳は団体の習慣にして個人の生存及び発達の方法である（ウォード著『純粋社会

学』p. 187）
・第七章　第五項　第二節　 個人心及び団体心（ブリントン著『社会的諸関係の基礎』pp. 23─30）
・第七章　第六項　第三節　 近世における連帯観念の自覚（レヴィ・ブリュール著『フランス近世哲学史』［英

訳］pp. 384─389）
・第十二章　第六項　第三節　 十二因縁・四（聖）諦・八聖道及び中道（荻原雲来著『印度の仏教』pp. 37─38）p. 

250
・第十二章　第六項　第六節　 仏滅後における仏教の分派、上座部・大衆部・小乗・大乗（権大乗・実大乗）・

自力門及び他力門（『仏教大辞彙』第三巻 pp. 3169─3170）pp. 291─292
・第十二章　第六項　第九節　 釈迦究極の理想（木村泰賢著『解脱への道』pp. 262─263）pp. 320─321
・第十四章　第五項　第七節　 正義と同情・親切・憐憫もしくは義侠心（ロス著『社会統制論』pp. 7─33）
・第十四章　第五項　第八節　 慈悲と忍耐・克己もしくは熱心との比較
・第十四章　第七項　第九節　 最高道徳の実行的原理は人間の絶対服従の精神及び行為によりて実現せらる pp. 212─

213
・第十四章　第十一項　第八節　第三目　 人心救済の実行は真に天爵を修めて人爵これに従うの原理に一致す p. 

275
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は
慈
恵
救
済
が
ま
ず
中
心
軸
を
形
成
し
、
そ
こ
に
官
金
救
済
が
加
わ
っ
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
皇
室
下
賜
金
と
い
う
名
の
財
政
支
出

は
、
天
皇
制
慈
恵
主
義
を
実
現
す
る
経
済
的
手
段
と
し
て
設
立
さ
れ
、
か

つ
有
効
に
運
営
さ
れ
、
感
化
救
済
的
性
格
を
も
っ
て
広
く
国
民
生
活
の
底

辺
に
届
く
よ
う
配
慮
、
実
施
さ
れ
た
」
と
し
、
各
種
救
済
立
法
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
社
会
政
策
的
必
要
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
点
が
特
徴

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る）

5
（

。
さ
ら
に
、
遠
藤
は
国
内
の
み
な
ら

ず
、
国
外
の
、
た
と
え
ば
台
湾
、
樺
太
、
朝
鮮
に
お
け
る
下
賜
金
研
究
も

試
み
て
い
る
。
膨
大
な
社
会
事
業
年
表
デ
ー
タ
か
ら
海
外
の
と
こ
ろ
だ
け

を
抽
出
し
、
新
た
に
デ
ー
タ
の
再
編
を
行
う
作
業
に
尋
常
な
ら
ぬ
努
力
が

払
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ

が
本
研
究
に
お
い
て
も
出
発
点
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
を
な
し
て
い

る
。
た
だ
、
既
存
の
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
だ
け
で
は
、
本
研
究
の
目
的
は

達
成
で
き
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
研
究
で
は
、
遠
藤
が
作
成
し
た
海
外
に
お
け
る

救
恤
金
お
よ
び
下
賜
金
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
実
例
を
取
り
上
げ
て
論

じ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
朝
鮮
で
起
き
た

風
水
害
に
対
す
る
皇
室
か
ら
の
下
賜
金
を
め
ぐ
っ
て
、
災
害
の
規
模
や
被

害
に
つ
い
て
、
日
本
統
治
時
代
（
一
九
一
〇
年
〜
一
九
四
五
年
）
に
刊
行

さ
れ
た
朝
鮮
総
督
府
の
資
料
と
合
わ
せ
て
、
朝
鮮
国
内
で
有
力
な
新
聞
で

あ
っ
た
『
毎
日
新
（
申
）
報
』
の
報
道
（
記
事
内
容
）
か
ら
概
観
し
、
海

外
に
お
け
る
皇
室
の
社
会
事
業
と
し
て
の
下
賜
金
が
な
す
意
味
（
意
義
）

て
「
利
他
」
を
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る

「
利
他
」
を
説
く
も
の
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
な
い
。
た
だ
し
、
第
七
章
の

引
用
文
（
上
図
）
か
ら
利
他
性
に
つ
い
て
の
廣
池
の
考
察
が
若
干
加
わ
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
も
因
襲
的
道
徳
と
最
高
道
徳
の
差
異
、
ま
た
は
品
性
完

成
や
幸
福
な
ど
を
論
じ
る
過
程
で
用
い
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
廣
池
自
身

に
よ
る
利
他
性
の
考
察
・
定
義
な
ど
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

二
、
皇
室
に
お
け
る
利
他
的
実
践

　

従
来
の
通
説
で
は
、
近
代
社
会
事
業
は
、
政
府
、
道
府
県
が
担
う
公
的

な
財
政
支
出
に
基
づ
く
も
の
と
、
民
間
篤
志
家
を
中
心
と
す
る
私
的
な
寄

付
金
に
も
と
づ
く
も
の
が
主
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
補
完
す
る
意
味
に
お
い

て
（
あ
る
い
は
奨
励
す
る
意
味
に
お
い
て
）、
恩
賜
・
下
賜
金
に
よ
る
財

政
支
出
が
あ
っ
た
と
す
る
の
が
一
般
的
な
理
解
で
あ
っ
た
（
遠
藤
、
二
〇

〇
六
）。
し
か
し
、
社
会
福
祉
思
想
（
史
）
研
究
を
専
門
と
す
る
遠
藤
興

一
は
、
恩
賜
・
下
賜
金
の
支
出
状
況
（
記
録
）
を
丹
念
に
拾
い
上
げ
、
時

系
列
に
整
理
し
た
。
そ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
の
通
説
は
再
検
討
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
（
同
、
二
〇
〇
六
）。

　

遠
藤
に
よ
る
と
、
植
民
地
に
お
け
る
社
会
事
業
（
遠
藤
は
「
天
皇
制
慈

恵
主
義
」
と
位
置
付
け
て
い
る
）
は
、
国
内
と
基
本
的
性
格
は
同
じ
で
あ

る
が
、
手
続
き
や
運
用
の
仕
方
に
注
目
す
る
と
、
国
内
で
は
官
金
救
済
と

慈
恵
救
済
が
制
度
体
系
と
し
て
明
確
に
分
離
し
機
能
す
る
が
、
植
民
地
で
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大
洪
水）

6
（

）
と
一
九
三
〇
年
に
お
け
る
暴
雨
・
集
中
豪
雨
が
も
た
ら
し
た
人

的
・
物
的
被
害
は
尋
常
な
ら
ぬ
も
の
だ
っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
記
録
が
詳
細
に
わ
た
っ
て
把
握
で
き
る
一
九

三
〇
年
の
風
水
害
に
着
目
す
る
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
都
合
上
、
被
害
状
況

に
つ
い
て
は
、『
昭
和
五
年
朝
鮮
風
水
害
誌
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
三
一

年
）
の
内
容
（
朝
鮮
に
お
け
る
風
水
害
）
の
み
を
取
り
上
げ
て
概
観
し
て

い
く
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
朝
鮮
内
で
起
き
た
風
水
害
詳
細
を
文
末
掲
載

し
た
別
紙
資
料
1
と
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　

一
九
三
〇
年
は
六
月
下
旬
か
ら
南
鮮
地
方
に
豪
雨
が
あ
り
、
忠
清
南
、

全
羅
南
北
の
三
道
に
甚
大
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
七
月
中
旬
に
か
け
て

は
朝
鮮
中
部
か
ら
北
鮮
地
方
に
断
続
的
に
豪
雨
が
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
海

に
面
す
る
慶
尚
南
北
、
江
原
、
咸
鏡
南
北
の
五
道
は
強
烈
な
暴
風
雨
が
襲

来
し
た
（
図
2
参
照
）。

　

ま
た
、
表
1
に
示
す
よ
う
に
、
こ
の
災
害
に
よ
る
死
亡
者
及
び
行
方
不

明
者
は
合
わ
せ
て
一
六
八
三
名
に
達
し
、
朝
鮮
未
曾
有
の
大
水
害
と
な
っ

た
（
負
傷
は
一
〇
九
二
名
）。
仁
川
観
測
所
が
ま
と
め
た
六
月
二
〇
日
か

ら
七
月
一
五
日
の
主
要
都
市
の
総
降
雨
量
一
覧
か
ら
は
、
今
回
の
豪
雨
に

つ
い
て
は
局
地
・
短
時
間
型
の
集
中
豪
雨
が
何
度
も
襲
来
し
た
こ
と
が
分

か
る
（
京
城
七
一
四
ミ
リ
、
全
州
四
九
〇
ミ
リ
、
大
邱
三
二
九
ミ
リ
、
釡

山
二
七
四
ミ
リ
な
ど
、
期
間
の
長
さ
か
ら
す
れ
ば
珍
し
く
な
い
雨
量
）。

そ
の
様
子
を
本
誌
で
も
「
今
回
の
豪
雨
は
降
雨
期
き
わ
め
て
短
時
間
な
る

と
場
所
に
依
り
甚
だ
し
く
差
等
あ
り
。
一
例
を
示
せ
ば
全
北
（
全
羅
北

が
利
他
性
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
の
か
解
明
し
て
い
く
。
な
お
、
本

研
究
は
、
近
代
の
海
外
に
お
け
る
皇
室
と
災
害
支
援
事
業
の
総
体
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
全
体
作
業
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
朝
鮮
の
風
水
害
状
況
に
つ
い
て

　

朝
鮮
に
と
っ
て
最
も
恐
れ
ら
れ
て
い
た
災
害
は
、
洪
水
で
あ
っ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
朝
鮮
で
は
毎
年
七
、
八
月
に
長
雨
が
あ
り
、
そ

の
た
び
に
多
少
の
水
害
は
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
一
九
二
五
年
（
乙
丑
年

図 2．参考地図：朝鮮の行政区分図
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道
）
井
邑
郡
泰
仁
面
の
如
き
七
月
十
一
日
の
数
時
間
に
三
百
三
十
粍
の
降

雨
あ
り
た
る
が
如
き
状
況
を
以
て
右
表
に
依
り
全
般
の
雨
量
を
推
定
す
る

は
至
難
な
る
べ
し
」（
同
、
三
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）
朝
鮮
総
督
府
の
対
応
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
な
朝
鮮
未
曾
有
の
惨
害
に
対
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
（
以
下
、

本
府
）
で
は
財
団
法
人
朝
鮮
社
会
事
業
協
会
に
よ
る
罹
災
直
後
罹
災
民
救

助
義
捐
金
募
集
計
画
を
立
て
る
ほ
か
、
内
地
か
ら
は
衣
服
な
ど
の
義
捐
品

も
寄
せ
ら
れ
、
各
道
に
分
配
さ
れ
た）

7
（

。
ま
た
、
各
道
に
対
し
て
本
府
職
員

を
被
害
地
に
派
遣
し
、
災
害
地
の
実
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
警
察
官

憲
、
地
方
有
志
、
消
防
組
、
青
年
団
な
ど
を
指
揮
協
力
し
て
、
罹
災
者
の

救
護
に
努
め
る
ほ
か
、
傷
病
者
の
救
療
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
地
方
凶
歉

救
済
費
、
臨
時
恩
賜
金
基
金
編
入
金
繰
戻
金
及
び
本
部
管
理
中
の
恩
賜
罹

災
救
助
基
金
の
救
助
費
な
ら
び
に
国
庫
補
助
金
な
ど
か
ら
、
焚
出
費
、
食

糧
給
与
費
、
死
者
及
び
行
方
不
明
者
の
遺
族
に
対
す
る
弔
慰
金
、
負
傷
者

の
見
舞
い
金
、
小
屋
掛
費
、
船
舶
の
罹
災
に
対
す
る
見
舞
金
な
ど
を
支
給

し
た
（
表
2
参
照
）。

（
三
）
皇
室
の
対
応
に
つ
い
て
─
救
恤
金
の
支
出
状
況
か
ら
─

　

以
上
概
観
し
た
と
お
り
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
朝
鮮
に
対
し

て
、
皇
室
で
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
代
わ
り
、
侍
徒
で
あ
っ
た
海
江
田
子

爵
を
現
地
（
朝
鮮
）
へ
送
り
、
被
災
地
の
視
察
と
と
も
に
罹
災
者
を
見
舞

表 1．一九三〇年の風水害による被害の状況（筆者作成）

被害状況一覧および被害総額
人（名） 道路（間）

死亡者 行方不明 負傷 計 破損 流失、埋没 計
815 868 1,092 2,775 197,388 154,701 352,089

家屋（戸） 橋梁（箇所）
流失 全潰 半潰 浸水 計 破損 流失 計

2,779 4,805 6,923 34,713 49,220 2,311 2,154 4,465
船舶（隻） 堤防（間）

流失波没 全潰 破損 計 破損 流失、埋没 計
472 1,863 1,264 3,599 225,347 212,492 437,839

被害額（円）
道路 河川 港湾 水道 農作物 山林 計

14,467,254 2,504,804 617,635 28,443 12,469,801 72,484 30,160,421
※朝鮮総督府『昭和五年朝鮮風水害誌』より筆者作成。

※上表には箇所不明の分および耕地の被害（面積・被害額）は含まれていない。

表 2．罹災者の救助

死者及行方不明者の弔慰金 一人に付 30円以内
負傷者の見舞い金 同 10円以内
小屋掛費（住家の流失） 一戸に付 15円以内
同（同全潰） 同 10円以内
同（同半潰） 同 5円以内
船舶被害の見舞い金（流失、沈没） 各一隻に付 15円以内
同（破損） 一隻に付 10円以内

※朝鮮総督府『昭和五年朝鮮風水害誌』より筆者作成。
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わ
せ
、
救
恤
金
（
天
恩
）
と
し
て
三
万
円
を
下
賜
さ
れ
た
（
写
真
1
）。

そ
の
内
容
を
『
昭
和
五
年
の
朝
鮮
風
水
害
誌
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　

風
水
害
の
慘
惨　

天
聽
に
達
す
る
畏
く
も　

天
皇
皇
后
两
陛
下
に

於
か
せ
ら
れ
て
は
痛
く
蒼
生
の
窮
狀
に
御
軫
念
あ
ら
せ
ら
れ
親
し
く

侍
從
海
江
田
子
爵
を
實
地
に
差
遣
し
慘
害
の
跡
を
視
察
せ
し
め
罹
災

民
生
の
酸
苦
を
見
舞
は
せ
給
ふ
と
共
に
罹
災
民
救
恤
の
御
思
召
に
よ

り
御
内
帑
金
三
萬
圓
を
下
賜
せ
ら
れ
た
る
は
眞
に　

天
恩
鴻
大
恐
懼

感
激
の
至
り
に
堪
へ
ず
、
此
の
優
渥
な
る
御
沙
汰
を
拜
し
た
る
本
府

は
直
に
關
係
各
道
に
對
し
、
災
害
の
程
度
に
應
じ
左
の
通
配
付
し　

聖
旨
の
傳
達
を
爲
し
た
り

 

『
昭
和
五
年
の
朝
鮮
風
水
害
誌
』
一
一
頁
よ
り
引
用

　

右
記
に
示
す
通
り
、
皇
室
か
ら
の
救
恤
金
は
、
直
ち
に
関
係
各
道
に
対

し
、
伝
達
と
と
も
に
、
被
害
の
程
度
に
応
じ
た
額
を
配
分
し
て
い
る
。
関

係
各
道
に
対
す
る
配
分
額
と
支
給
区
分
は
表
3
で
示
す
通
り
で
あ
る
が
、

実
際
の
罹
災
者
へ
の
支
給
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
は
現
段
階
で
は

不
明
で
あ
る）

8
（

。
た
だ
、
同
書
に
よ
れ
ば
、「
右
關
係
各
道
に
於
て
は
直
に

夫
々
配
分
し
た
る
が
罹
災
民
は
孰
れ
も　

天
恩
の
無
窮
に
感
激
せ
ざ
る
も

の
な
し
」
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
天
恩
に
対
す
る
罹
災
者
の
反
応
を
、
朝
鮮
総
督
府
で
は
何
を
根

写真 1．御下賜金御沙汰書（『昭和五年の朝鮮風水害誌』より抜粋）
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握
す
る
た
め
に
、
朝
鮮
で
刊
行
さ
れ
た
新
聞
に
お
け
る
報
道
に
焦
点
を
あ

て
て
み
て
い
く）

9
（

。

　

韓
国
に
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
た
近
代
の
新
聞
が
閲
覧
で
き
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
が
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
国
内
で

は
操
作
が
う
ま
く
い
か
ず
、
内
容
閲
覧
に
お
い
て
障
害
が
多
か
っ
た
。
幸

い
な
こ
と
に
韓
国
歴
史
情
報
統
合
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
で

は
、
内
容
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
各
新
聞
社
の
見
出
し
を
閲
覧
す
る
こ

と
は
で
き
た
た
め
、
本
研
究
で
は
、
ま
ず
恩
賜
金
関
連
の
記
事
を
、
現
時

点
で
入
手
可
能
な
記
事
に
限
定
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
と
ど
め
て
お
く
。

　

本
研
究
で
扱
う
新
聞
は
、
す
で
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
記
事
検
索

が
可
能
な
新
聞
の
う
ち
、
日
本
側
発
行
と
韓
国
側
の
発
行
に
お
け
る
記
事

性
格
の
公
平
性
を
考
慮
し
、『
京
城
日
報
』、『
釡
山
日
報
』、『
毎
日
新

（
申
）
報
』、『
東
亜
日
報
』
の
中
か
ら
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、

デ
ー
タ
入
手
や
、
膨
大
な
記
事
か
ら
災
害
関
係
だ
け
を
抽
出
す
る
こ
と
は

想
像
以
上
に
困
難
な
作
業
で
あ
る
た
め
、
今
回
は
『
毎
日
新
（
申
）
報
』

の
み
を
取
り
上
げ
る）

10
（

。

　

な
お
、
昭
和
五
年
の
風
水
害
に
関
す
る
記
事
と
皇
室
か
ら
の
恩
賜
金
が

行
き
渡
っ
た
内
容
が
示
さ
れ
た
記
事
の
見
出
し
を
時
系
列
に
整
理
し
た
も

の
を
掲
載
し
た
（
別
紙
資
料
2
）。
資
料
に
み
る
よ
う
に
、
今
回
は
見
出

し
と
内
容
の
要
約
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
資
料
か
ら
は
、
先
述
の
風

水
害
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
く
様
子
が
時
系
列
に
沿
っ
て
み
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
一
九
三
〇
年
の
風
水
害
関
連
記
事
だ
け
で
五
六
四
件
（
災

拠
に
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
先
述
の
支
給
状
況
と
同
様
、
不
明
で
あ

る
。（

四
）
新
聞
で
は
ど
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
の
か

　

以
下
で
は
、
上
記
に
み
た
皇
室
の
対
応
を
、
よ
り
リ
ア
ル
な
状
況
を
把

表 3．下賜金による救助

地
域
別

死者及行方不明者 各一人に付 金 4円
負傷 同 金 2円以内
家屋の流失 各一戸に付 金 2円
同、全潰 同 金 1円 50銭
同、半潰 同 金 1円以内
船舶の流失、沈没及行方不明 各一隻に付 金 2円
同、破損 同 金 1円以内

地
域
別

京畿道 1,366円 忠清北道 735円
忠清南道 1,366円 全羅北道 3,990円
全羅南道 195円 慶尚北道 4,257円
慶尚南道 2,723円 江原道 1,2405円
咸鏡南道 2,820円 咸鏡北道 143円

計 30,000円
※朝鮮総督府『昭和五年朝鮮風水害誌』より筆者作成。
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害
に
関
す
る
記
事
は
、
六
月
二
六
日
に
初
め
て
検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
、
そ
れ

以
降
八
月
三
一
日
ま
で
頻
繁
に
ヒ
ッ
ト
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
間
の
記
事

数
は
九
四
〇
三
件
で
あ
っ
た
。）
も
検
索
で
き
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
メ

デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
こ
の
災
害
を
い
か
に
注
目
し
て
い
た
の
か
が
う
か
が

い
知
れ
る
。
七
月
の
二
八
日
に
は
救
恤
金
が
下
賜
さ
れ
た
（
図
3
）
こ
と

や
、
八
月
一
日
に
は
海
江
田
侍
従
が
入
城
し
、
以
後
被
災
地
を
訪
問
し
、

地
方
官
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
聖
旨
を
伝
達
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き

た
（
別
紙
資
料
2
の
網
掛
け
）。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
に
、
日
本
統
治
時
代
の
朝
鮮
に
お
け
る
皇
室
の
福
祉
事
業
の

展
開
を
主
に
災
害
救
恤
金
・
下
賜
金
を
事
例
に
、
ま
ず
は
そ
の
内
容
を
表

す
内
地
動
向
を
、
時
系
列
に
整
理
し
た
も
の
を
参
照
し
つ
つ
、
災
害
状
況

と
本
府
の
対
応
を
概
観
し
た
。
そ
の
後
、
甚
大
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
一

九
三
〇
年
の
風
水
害
に
、
皇
室
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
、
ま
た
植
民

地
に
お
け
る
新
聞
で
は
ど
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
の
か
を
整
理
し
、
皇
室

の
社
会
事
業
実
践
の
一
端
を
示
し
た
。
近
代
の
日
本
が
植
民
地
で
展
開
し

た
社
会
事
業
の
研
究
が
、
主
に
政
策
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
の

に
対
し
て
、
本
研
究
は
、
皇
室
に
お
け
る
社
会
事
業
と
そ
の
実
践
に
焦
点

を
当
て
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
視
座
に
立
っ
た
本
研
究
は
、
や
や
大
げ
さ

に
い
え
ば
、
近
代
神
道
史
で
十
分
な
研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、

図 3．実際の新聞記事（『釜山日報』1930.7.29 付、釜山市立図書館所蔵、筆者撮影）
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付
記

　

本
稿
は
、
韓
国
日
本
近
代
学
会
第
三
二
回
国
際
学
術
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表

「
一
九
三
〇
年
の
朝
鮮
に
お
け
る
風
水
害
と
恩
賜
金
│
総
督
府
資
料
と
新
聞
報
道

を
手
が
か
り
に
│
」（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日
、
九
州
大
学
）
の
発
表
要
旨

内
容
に
、
部
分
的
に
補
訂
、
改
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
は
皇
學
館

大
学
の
篠
田
学
術
振
興
基
金
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

稲
場
圭
信
『
利
他
主
義
と
宗
教
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
一
年
。

遠
藤
興
一
「
恩
賜
・
下
賜
金
の
支
出
状
況
か
ら
み
た
植
民
地
社
会
事
業
」『
明
治

学
院
大
学
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究
』
一
二
三
号
、
二
〇
〇
六
年
。

│
『
天
皇
制
慈
恵
主
義
の
成
立
』
学
文
社
、
二
〇
一
〇
年
。

金
白
永
「
朝
鮮
の
災
害　

植
民
地
時
期
韓
半
島
の
災
害
に
お
い
て
日
帝
が
残
し
た

記
録
」『
月
刊
〈
今
日
の
図
書
館
〉』
第
二
三
巻
第
五
号
通
巻
二
二
五
号
、
二
〇

一
四
年
、
一
二
〜
一
五
頁
。

櫻
井
治
男
「
神
社
神
道
と
社
会
福
祉
」『
現
代
宗
教
二
〇
〇
二
』
東
京
堂
出
版
、

二
〇
〇
二
年
、
二
五
一
〜
二
六
四
頁
。

櫻
井
義
秀
、
吉
野
航
一
、
寺
沢
重
法
「
宗
教
の
社
会
貢
献
活
動
（
一
）
問
題
の
射

程
と
全
国
教
団
調
査
」『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
三
三
、
二
〇
一

一
、
一
〇
三
頁
、
一
五
四
頁
。

朝
鮮
総
督
府
『
昭
和
五
年
朝
鮮
風
水
害
誌
』、
一
九
三
一
年
。

朝
鮮
総
督
府
観
測
所
『
近
年
に
お
け
る
朝
鮮
の
風
水
害
』、
一
九
二
六
年
。

朝
鮮
総
督
府
『
大
正
一
四
年
朝
鮮
ノ
洪
水
』、
一
九
二
六
年
。

寺
沢
重
法
「
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
る
宗
教
の
社
会
貢
献
的
活
動
│
宗
教
記
事 

デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
二
〇
〇
四
年
〜
二
〇
〇
七
年
）
の
分
析
を
中
心
に
│
」『
研
究
論

集
』
七
、
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
一
〜
二
二

神
道
の
社
会
事
業
を
考
え
る
う
え
で
意
義
の
あ
る
試
み
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

最
後
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
先
述
の
通
り
、

本
研
究
は
災
害
救
恤
金
の
下
賜
を
皇
室
の
利
他
的
実
践
と
し
て
捉
え
て
事

例
研
究
（
国
際
比
較
）
を
試
み
て
き
た
が
、
日
本
側
に
視
座
を
お
い
た
研

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

究0

に
留
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。
海
外
の
植
民
地
に
お
け
る
「
支
援
」（
人

道
支
援
）
は
、
政
治
的
側
面
・
時
代
的
背
景
な
ど
と
の
関
係
を
完
全
に
排

除
し
て
考
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
日
本
側
の
主
張
・
論
考
だ
け
に
基
づ
く

方
法
で
は
、
本
研
究
の
目
的
を
十
分
に
遂
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
改
善
し
、
よ
り
実
証
性
の
高
い
研
究
に
仕
上
げ
る
た
め
に

は
、
先
に
述
べ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
さ
ら
な
る
検
証
作
業
と
資
料

収
集
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
で
、
本
研
究
で
は
、
新
聞
記
事
の

入
手
が
予
想
以
上
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
内
容
（
原
文
）
の
分
析

ま
で
は
行
き
届
か
ず
、
十
分
な
考
察
が
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
も
本
研
究

と
直
接
的
か
か
わ
る
作
業
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
資
料
収
集
の
徹
底
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
今
年
か
ら
三
年
間
実
施
さ
れ
る
皇

學
館
大
学
の
篠
田
学
術
振
興
基
金
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
近
現
代
日
本
に

お
け
る
皇
室
と
災
害
支
援
事
業
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
に
加
わ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
じ
く
韓
国
の
東
義
大
学
の
「
恩
賜
金
研
究
」（
仮

称
）
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研
究
も
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
機
会
を
最
大
限

に
生
か
し
、
最
終
目
的
の
到
達
に
向
け
て
さ
ら
な
る
研
究
調
査
を
行
い
、

そ
の
成
果
は
次
稿
に
反
映
さ
せ
る
所
存
で
あ
る
。
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点
か
ら
の
研
究
は
現
在
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
国
内
外
を
含
め
る
と
そ
の

蓄
積
も
相
当
な
数
に
上
る
。「
真
宗
再
生
の
可
能
性
は
都
市
開
教
と
一
九
八
七

年
か
ら
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
拡
大
（
社
会
福
祉
・
教
育
研
究
）
に
か
か
っ
て
い

る
。」
に
み
る
よ
う
に
、
近
年
の
高
齢
者
介
護
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
お
け
る

宗
教
者
の
役
割
が
問
い
直
さ
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
に
お
け
る

宗
教
団
体
の
利
他
的
実
践
（
社
会
貢
献
活
動
）
を
調
査
し
た
『
宗
教
団
体
の
社

会
貢
献
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』（
庭
野
平
和
財
団
、
二
〇
一
三
）
の
調

査
結
果
か
ら
も
、
宗
教
団
体
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
と
そ
の
内
容
が
一
般
人

の
な
か
で
も
そ
れ
な
り
に
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
で
は
参
考

と
し
て
宗
教
団
体
の
利
他
的
実
践
に
つ
い
て
の
研
究
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お

く
。

　
　
宗
教
学
者
の
櫻
井
義
秀
は
、「
宗
教
の
社
会
貢
献
活
動
（
一
）：
問
題
の
射
程

と
全
国
教
団
調
査
」（
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
一
三
三
、
二
〇
一
一
）

に
お
い
て
、「
日
本
の
近
代
化
は
官
主
導
で
進
め
ら
れ
た
が
、
女
子
教
育
や
救

貧
・
医
療
事
業
、
教
誨
・ 

矯
風
活
動
、
解
放
運
動
の
よ
う
な
貧
困
・
被
差
別
階

層
に
対
す
る
社
会
事
業
は
圧
倒
的
に
宗
教
団
体
に
よ
り
担
わ
れ
た
。
し
た
が
っ

て
、
教
団
ご
と
の
社
会
事
業
史
に
は
重
厚
な
研
究
・
資
料
集
成
が
多
く
、
近
年

は
社
会
福
祉
関
連
学
部
・
学
科
を
抱
え
る
大
学
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
数
多
く

の
著
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
、
明
治
以
降
の
社
会
事
業

が
中
心
で
あ
る
（
室
田
、
一
九
九
四
：
日
本
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
学
会
編
、

一
九
九
八
）。 

そ
れ
に
対
し
て
、
仏
教
は
カ
リ
ス
マ
的
開
発
僧
の
行
基
以
来
の

伝
統
を
誇
る
だ
け
に
仏
教
福
祉
論
は
通
史
的
構
成
が
多
い
（
吉
田
・
長
谷
川
、

二
〇
〇
一
：
清
水
、
二
〇
〇
二
）。
神
道
は
、
戦
前
あ
る
意
味
で
公
共
宗
教
で

あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
戦
後
、
神
職
者
が
地
域
福
祉
や
伝
統
芸
能
・
祭
り
の
復
興

事
業
に
携
わ
る
例
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
社
会
福
祉
を
神
社
本
庁
や
神
職
養
成

大
学
の
レ
ベ
ル
で
意
識
し
て
き
た
の
は
近
年
で
あ
る
（
櫻
井
治
男
、
二
〇
〇

一
頁
。

寺
沢
重
法
「
現
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
と
社
会
活
動
│
J 

G 

S 

S
累
積
デ
ー
タ 

2000
〜2002 

の
分
析
か
ら
│
」『
日
本
版
総
合
的
社
会
調
査
共
同
研
究
拠
点
』

研
究
論
文
集
一
三
、
二
〇
一
三
年
、
一
二
九
〜
一
四
〇
頁
。

藤
本
頼
生
『
神
道
と
社
会
事
業
の
近
代
史
』
久
伊
豆
神
社
小
教
院
叢
書
八
、
弘
文

堂
、
二
〇
〇
九
年
。

本
誌
編
集
部
「
朝
鮮
総
督
府
『
昭
和
五
年
朝
鮮
風
水
害
誌
』
│
日
本
が
行
っ
た
先

進
の
災
害
人
道
支
援
」『
別
冊
正
論
』
二
三
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
〇
〜
三
〇

六
頁
。

宮
城
洋
一
郎
『
宗
教
と
福
祉
の
歴
史
研
究
│
古
代
・
中
世
と
近
現
代
』
法
藏
館
、

二
〇
一
三
年
。

【
古
新
聞
記
事
検
索
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

釡
山
広
域
市
立
市
民
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
古
文
献
室
「
近
現
代
新
聞
資
料
」
の

『
釡
山
日
報
』、『
朝
鮮
時
報
』

http://sim
inlib.koreanhistory.or.kr/dirservice/listSM

LM
ain.do 

最
終
閲

覧
日
二
〇
一
六
年
八
月
一
七
日

国
史
編
纂
委
員
会
韓
国
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
本
強
占
期
」http://db.history.

go.kr/

最
終
閲
覧
日
二
〇
一
六
年
八
月
一
七
日

「
土
台
研
究
D 

B
」
日
帝
時
期
釡
山
日
報
記
事
目
録
及
び
記
事
検
索
の
た
め
の
D 

B
構
築

http://ffr.krm
.or.kr/base/td002/intro_db.htm

l 

最
終
閲
覧
日
二
〇
一
六
年

八
月
一
七
日

注（
1
）　
一
般
的
に
、
宗
教
団
体
に
お
け
る
利
他
的
実
践
は
社
会
事
業
・
社
会
活
動

（
社
会
貢
献
的
活
動
）
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
そ
う
い
っ
た
観
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院
数
を
も
っ
て
い
る
仏
教
を
扱
う
必
要
が
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
日
本
の
仏
教
が
宗
教
と
社
会
活
動
を
論
じ
る
に
適
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ

る
一
方
で
、「
近
代
以
降
、
日
本
固
有
の
宗
教
、
神
道
は
福
祉
活
動
と
の
関
連

は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
」
と
し
、
神
道
に
お
け
る
社
会
（
貢
献
）
活
動
も
存
在

し
て
い
た
と
す
る
藤
本
頼
生
の
主
張
は
、
日
本
に
お
け
る
伝
統
宗
教
の
社
会
活

動
を
再
考
す
る
う
え
で
重
要
な
論
点
で
あ
ろ
う
（
藤
本
、
二
〇
〇
九
）。

（
2
）　

本
論
に
お
け
る
筆
者
の
利
他
的
行
為
と
し
て
の
定
義
付
け
は
、
宗
教
社
会

学
者
で
あ
る
稲
場
圭
信
の
「
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
、
困
っ
て
い
る
状
況
に
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
他
者
を
援
助
す
る
行
為
で
、
自
分
の
利
益
を
お
も
な
目
的
と

し
な
い
」
と
す
る
利
他
的
行
為
の
定
義
に
準
じ
て
い
る
。
ま
た
、
稲
場
は
、
利

他
的
行
為
を
上
記
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
状
況
で
あ

っ
て
も
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
手
を
差
し
伸
べ
る
行
為
も
利
他
的
行
為

で
あ
る
と
し
た
（
稲
場
、
二
〇
〇
九
：
三
一
）。
筆
者
も
、
利
他
を
「
自
分
自

身
以
外
の
誰
か
の
た
め
に
な
す
」
と
し
、
そ
の
よ
う
な
目
的
で
行
わ
れ
る
行
為

を
「
利
他
的
実
践
」
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
3
）　

な
ぜ
、
海
外
の
災
害
支
援
事
業
に
注
目
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
数
年

前
か
ら
か
か
わ
っ
て
い
る
皇
學
館
大
学
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ

と
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
皇
學
館
大

学
で
は
代
表
の
新
田
均
を
中
心
に
、
櫻
井
治
男
、
田
浦
雅
徳
、
山
路
克
文
、
鵜

沼
憲
晴
、
宮
城
洋
一
郎
ら
を
含
む
十
数
人
の
研
究
者
を
募
っ
て
、
日
本
近
代
以

降
に
お
け
る
社
会
事
業
・
福
祉
活
動
の
発
展
・
展
開
を
考
究
す
る
上
で
、
皇
室

の
当
該
事
業
へ
の
関
わ
り
や
果
た
し
た
役
割
・
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、「
近
現
代
日
本
に
お
け
る
皇
室
の
福
祉
事
業
に
関
す
る
基
礎
的

研
究
」（
研
究
課
題
：
近
現
代
日
本
に
お
け
る
皇
室
と
災
害
支
援
事
業
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
、
通
称
「
皇
室
福
祉
研
究
会
」）
が
篠
田
学
術
振
興
基
金
の
助

成
を
受
け
て
二
〇
一
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
四
年
目
を
迎
え
る
。
本
プ
ロ

二
）。
こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
特
定
宗
教
の
制
度
・
組
織
、
事
業
内
容
を
ま
と
め

る
だ
け
で
も
個
人
の
手
に
余
る
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
個
別
教
団
・
宗
教
の
社

会
事
業
論
、
社
会
福
祉
論
に
な
っ
て
お
り
、
特
定
宗
派
を
超
え
た
宗
教
に
よ
る

社
会
貢
献
と
い
う
大
き
な
問
題
構
成
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
思
わ
れ
る
。」
と

述
べ
て
い
る
。
一
方
で
、
寺
沢
重
法
は
、
宗
教
専
門
紙
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
分
析

（
寺
沢
、
二
〇
〇
七
）
や
J 

G 

S 

S
（
日
本
版
総
合
的
社
会
調
査
）
の
計
量
分

析
（
同
、
二
〇
一
一
）
か
ら
、
現
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
と
社
会
活
動
（
社
会

貢
献
的
活
動
）
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
て
い
る
。
氏
は
、
検
討
の
際

に
、
キ
リ
ス
ト
教
が
大
半
を
占
め
る
欧
米
諸
国
と
違
い
、
日
本
に
は
複
数
の
宗

教
が
存
在
（
日
本
の
宗
教
は
、
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
新
宗
教
、
無
宗

教
に
分
け
ら
れ
る
。）
し
、
社
会
活
動
と
の
関
連
も
宗
教
属
性
に
よ
っ
て
異
な

る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
ま
ず
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
キ
リ
ス

ト
教
」「
仏
教
」「
無
宗
教
」
と
い
っ
た
宗
教
属
性
の
違
い
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
氏
は
、
一
般
に
、
こ
の
う
ち
社
会
活
動
へ
の
参
加
に
関
連
し
て
い

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
新
宗
教
で
あ
る
。
明
治
以
降
の

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
各
種
の
教
育
活
動
や
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
き
た
歴

史
が
あ
り
、
現
在
も
多
く
の
教
会
で
は
社
会
活
動
を
行
う
た
め
の
部
署
や
グ
ル

ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
櫻
井
義
秀
ほ
か
二
〇
一
一
）
こ
と
を
指
摘
し
、
新

宗
教
の
場
合
も
、
天
理
教
の
「
ひ
の
き
し
ん
」
や
立
正
佼
成
会
の
「
明
社
運

動
」
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
信
者
が
行
う
べ
き
活
動
と
し
て
教
団

全
体
で
奨
励
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
欧
米
の
先
行
研

究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
宗
教
と
社
会
活
動
を
結
ぶ
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も

キ
リ
ス
ト
教
と
新
宗
教
は
適
合
的
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
と
新
宗

教
は
信
者
数
が
少
な
い
た
め
、
こ
こ
か
ら
日
本
に
お
け
る
宗
教
と
社
会
活
動
を

論
じ
き
る
の
は
難
し
い
と
し
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
と
社
会
活
動
を
論
じ
る
に

は
、
む
し
ろ
歴
史
的
な
影
響
力
が
大
き
く
、
現
在
も
あ
る
程
度
の
檀
家
数
と
寺
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こ
の
漠
然
《
ば
く
ぜ
ん
》
と
し
た
精
神
現
象
の
系
列
も
明
白
な
系
列
と

同
じ
く
、
全
く
主
観
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
自
己
す
な
わ
ち
自
我
の

中
に
存
在
し
、
こ
の
唯
一
の
真
実
な
意
味
に
お
い
て
主
我
的
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
利
他
主
義
は
主
我
的
基
礎
を
持
つ
。
よ
り
適
切
に
表
現
す
れ
ば
、

こ
れ
は
主
我
主
義
の
一
形
式
で
あ
る
。
反
射
的
主
我
主
義
と
呼
ぶ
こ
と
も

出
来
よ
う
。
主
観
的
投
射
物
│
他
人
の
感
情
│
は
自
我
に
働
き
か
け
、
類

似
の
感
情
、
た
だ
し
通
常
そ
れ
よ
り
弱
い
感
情
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
利

他
主
義
あ
る
い
は
同
情
は
、
そ
れ
が
行
為
者
の
中
に
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、

す
な
わ
ち
主
我
的
で
な
い
な
ら
ば
、
力
と
な
り
得
ず
、
動
機
と
な
り
得
な

い
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
動
機
は
必
然
的
に
主
我
的
で
あ
る
。
主
我
的
な

る
が
故
に
、
あ
る
動
機
を
非
難
す
る
こ
と
は
、
一
切
の
動
機
を
非
難
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
主
観
的
な
反
射
的
動
機
の
始
ま
り
は
、
人
類
の

歴
史
に
お
い
て
一
時
期
を
画
し
た
の
で
あ
る
。
社
会
学
及
び
一
般
に
人
類

進
歩
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
は
人
類
が
踏
ん
で
き
た
あ
ら
ゆ
る
段
階

の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
利
他
的
理
性
の
助
力
を
混
じ
え
な

い
主
我
的
理
性
は
、
た
だ
女
性
を
屈
服
さ
せ
、
強
者
を
増
長
さ
せ
る
よ
う

な
結
果
を
生
ず
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
結
果
が
さ
え
ぎ
ら
れ
る
こ

と
な
し
に
継
続
す
る
と
、
甚
だ
し
く
反
社
会
的
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
進
ん

で
は
種
族
の
破
壊
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

そ
れ
故
、
利
他
主
義
は
一
つ
の
本
質
的
に
社
会
的
な
力
、
す
な
わ
ち
社

会
に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
名
称
だ
け
で
、
す
で
に
そ
の

社
会
性
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
自
体
は
主
我
的
で
あ
り
な
が
ら
、
必
ず
他

の
た
め
に
自
己
を
消
費
す
る
。　

他
者
の
な
い
利
他
主
義
は
あ
り
得
な
い
。

利
他
主
義
は
厳
密
に
は
同
情
と
同
義
語
で
は
な
い
。
後
者
す
な
わ
ち
同
情

は
必
ず
し
も
消
極
的
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
が
、
普
通
そ
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
る
。（
中
略
）

ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
内
容
は
、
①
皇
室
の
災
害
時
に
お
け
る
支
援
活
動
に
か
か
る

基
礎
的
研
究
資
料
の
収
集
整
理
と
資
料
編
集
、
②
皇
室
の
活
動
に
対
す
る
宗
教

団
体
・
組
織
（
神
道
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
）
の
関
わ
り
実
態
、
③
災
害
支
援

の
理
念
・
活
動
が
宗
教
メ
デ
ィ
ア
及
び
学
校
教
育
に
お
い
て
如
何
に
発
信
さ
れ

国
家
・
皇
室
・
宗
教
観
に
関
わ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
、
の
三
つ
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
が
自
分
の
専
門
、
関
心
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
形
で
国
内
外
の

調
査
研
究
を
実
施
し
、
年
に
数
回
共
同
調
査
研
究
や
研
究
会
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
筆
者
も
そ
れ
ら
の
研
究
内
容
全
般
に
か
か
わ
り

な
が
ら
、
個
人
の
研
究
テ
ー
マ
「
韓
国
近
代
に
お
け
る
自
然
災
害
と
日
本
政

府
・
皇
室
の
支
援
関
係
に
か
か
る
基
礎
研
究
」
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

な
お
、
本
研
究
会
の
詳
細
は
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
。http://kenkyu.kogakkan-u.ac.jp/research/

info/detail/56

、http://kenkyu.kogakkan-u.ac.jp/research/info/
detail/57

（
4
）　

ま
ず
、
廣
池
博
士
に
よ
る
│
あ
る
い
は
引
用
す
る
│
利
他
主
義
の
う
ち
、

い
く
つ
か
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
（
下
線
部
は
筆
者
に
よ
る
も
の
）。

1
．
第
三
節
第
一
目
の
功
利
説
、
ヘ
フ
デ
ィ
ッ
ク
著
『
近
世
哲
学
史
』（
英

訳
）p. 487

　
　

引
用
文
：（
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
博
士
が
彼
の
著
書
『
倫
理
学
の
方
法
』
に
お

い
て
）「
功
利
主
義
」
と
い
う
語
が
と
も
に
功
利
の
原
理
を
倫
理
的
測
定
基

準
と
し
な
が
ら
、
一
つ
は
利
己
主
義
を
基
礎
と
し
、
他
は
利
他
主
義
を
基

礎
と
す
る
二
つ
の
別
の
倫
理
体
系
を
包
摂
す
る
事
実
に
特
に
注
意
を
喚
起

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
【
廣
池
、
一
九
九
三
：
一
一
六
】。

2
．
第
三
目　

道
徳
発
生
の
根
本
原
因
を
自
己
保
存
の
観
念
に
置
か
ざ
る
も

の
は
道
徳
実
行
上
の
真
の
力
と
な
ら
ず
（
ウ
ォ
ー
ド
著
『
純
粋
社
会
学
』

四
二
四
頁
〜
四
二
六
頁
）。
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に
利
他
主
義
が
社
会
発
生
的
特
質
を
持
つ
こ
と
と
、
倫
理
学
が
社
会
学
的

特
質
を
持
つ
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
社
交
性
は
利
他
主
義
の
自
然
的
且
つ

必
然
的
な
結
果
と
し
て
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
社
交

性
が
な
い
と
、
本
当
の
社
会
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
。
そ
こ
で
利
他

主
義
は
「
愛
」
の
形
式
を
取
る
。
前
章
で
見
た
諸
形
式
の
い
ず
れ
と
も
全

く
同
一
で
は
な
く
、
ま
た
正
確
な
意
味
で
系
統
発
生
的
で
も
性
的
で
も
な

い
が
、
前
章
で
見
た
諸
形
式
の
ど
れ
よ
り
も
新
し
く
派
生
し
た
形
式
の
愛

と
し
て
、
利
他
主
義
は
や
は
り
人
類
の
愛
情
の
発
達
の
大
系
統
に
属
し
、

且
つ
本
来
の
系
統
発
生
的
形
式
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
高
等

の
動
物
段
階
と
人
類
の
初
期
を
通
じ
て
全
く
隠
れ
て
い
た
後
、
利
他
主
義

は
人
類
の
開
花
し
た
理
性
に
よ
っ
て
再
び
洗
礼
を
受
け
、
且
つ
高
め
ら
れ

清
め
ら
れ
た
形
式
で
世
界
最
初
の
偉
大
な
社
会
化
力
と
な
っ
て
新
た
に
現

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　

以
上
列
挙
す
る
と
こ
ろ
の
科
学
的
倫
理
説
及
び
社
会
学
の
学
説
に
よ
り
、

更
に
人
類
の
歴
史
及
び
現
在
の
社
会
学
的
材
料
に
徴
す
れ
ば
、
第
一
に
、

道
徳
は
そ
の
源
を
自
己
保
存
の
観
念
に
発
し
て
お
る
の
で
す
。
第
二
に
、

今
日
に
お
い
て
も
、
究
竟
す
る
と
こ
ろ
、
道
徳
は
自
己
を
益
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
観
念
が
土
台
と
な
っ
て
お
る
の
で
す
。
も
し
道
徳
に
し
て
、

究
竟
、
自
己
を
益
せ
ず
し
て
単
に
自
己
を
損
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
な

ら
ば
、
そ
の
道
徳
は
聖
人
の
ほ
か
何
人
も
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
よ
し
や
こ
れ
を
行
う
も
の
が
あ
る
も
、
永
く
続
け

且
つ
多
量
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
出
来
ま
す
ま
い
。
し
こ
う
し
て
た
と
い

極
力
こ
れ
を
行
う
も
の
あ
る
も
、
そ
れ
は
社
会
一
般
人
の
模
範
と
は
な
ら

ず
、
衆
人
は
た
だ
は
る
か
に
こ
れ
を
敬
し
て
お
る
の
み
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
が
た
め
に
か
か
る
空
虚
な
る
道
徳
の
実
行
は
将
来
に
向
か
っ
て
十
分

な
る
道
徳
教
育
の
力
と
は
な
ら
ず
、
且
つ
社
会
発
達
の
力
と
も
な
ら
ぬ
の

　
　

し
か
し
、
利
他
主
義
は
、
他
の
点
で
同
情
と
異
な
る
。
同
情
は
必
ず
し

も
欲
望
で
は
な
い
。
そ
れ
は
単
に
感
情
で
あ
る
。
同
情
は
必
然
的
に
行
為

暗
示
す
る
。
欲
望
で
な
い
他
の
苦
痛
と
同
じ
よ
う
に
、
同
情
も
一
つ
の
苦

痛
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
必
然
的
に
と
は
い
え
な
い
が
、
自
然
に
苦
痛

か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
行
為
し
よ
う
と
す
る
欲
望
を
生
み
だ
す
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
知
力
の
作
用
、
す
な
わ
ち
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
行

動
の
方
法
に
つ
い
て
の
知
識
を
含
む
。
苦
痛
を
受
け
て
い
る
者
が
そ
の
苦

痛
を
逃
れ
る
方
法
を
知
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
行
動
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な

苦
痛
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
同
情
は
と
き
に
こ
の
よ
う
な
苦
痛
で
あ
る
こ
と

も
あ
る
。
利
他
主
義
は
複
雑
な
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
情
に
行
動
の
欲

望
の
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
再
現
さ
れ
た
享
楽
に
、

観
察
さ
れ
且
つ
再
現
さ
れ
た
享
楽
を
増
大
し
た
い
と
い
う
欲
望
の
加
わ
っ

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
単
に
感
情
で
あ
る
の
み
で
は
な
く
動
機

で
も
あ
る
。
も
し
そ
の
動
機
が
、
心
理
学
的
に
い
っ
て
、
自
己
の
中
に
存

在
す
る
苦
痛
を
減
少
し
快
楽
を
増
大
す
る
欲
望
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
現
在
の
感
覚
が
再
現
さ
れ
た
感
覚
よ
り
強
い
の
と
同
じ
程
度
に
、
自
己

に
対
し
て
行
う
こ
と
を
他
人
に
対
し
て
よ
り
多
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
独
特
の
性
質
を
持
つ
。
故
に
、
こ
の
動
機
か
ら
生
じ
た
行
為
は

す
べ
て
必
ず
自
己
を
益
す
る
以
上
に
他
人
を
益
し
、
偶
然
の
誤
り
を
犯
さ

な
い
か
ぎ
り
、
自
他
い
ず
れ
を
も
害
す
る
こ
と
が
な
い
。

　
　

最
後
に
、
す
べ
て
の
利
他
的
行
為
の
中
で
は
、
少
な
く
と
も
二
人
の
個

人
が
影
響
さ
れ
る
と
い
う
必
然
性
か
ら
、
利
他
的
行
為
は
本
質
的
に
社
会

的
に
な
る
の
で
あ
る
。
利
他
的
行
為
の
特
質
は
社
交
性
で
あ
る
。
利
他
主

義
と
社
交
性
は
分
離
出
来
な
い
ほ
ど
結
合
し
て
い
る
。
人
類
学
者
は
、
こ

の
二
つ
の
概
念
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
。
特
に
顕
著
な

こ
と
は
、
利
他
主
義
が
社
会
的
情
操
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
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り
ま
す
。

3
．
第
五
項　

第
二
節　

個
人
心
及
び
団
体
心
、
プ
リ
ン
ト
ン
著
『
社
会
的

諸
関
係
の
基
礎
』
二
三
頁
〜
三
〇
頁

　
　

個
人
が
最
高
の
人
格
的
目
的
す
な
わ
ち
個
人
と
し
て
の
完
全
な
実
在
性

を
獲
得
す
る
の
は
、
集
団
に
反
抗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
集
団

の
最
善
の
利
益
を
正
し
く
知
っ
て
こ
れ
に
献
身
し
、
且
つ
そ
の
成
長
と
成

熟
と
に
適
応
す
る
手
段
を
学
ん
で
、
こ
れ
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

で
あ
る
。
こ
れ
が
最
も
高
い
意
味
に
お
け
る
「
利
他
主
義
」、
す
な
わ
ち
他

の
人
々
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

個
人
が
第
一
で
は
な
く
、
集
団
と
そ
の
福
祉
に
あ
る
【
廣
池
、
一
九
九

三
：
一
九
五
】

4
．
第
六
項　

第
三
節　

近
世
に
お
け
る
連
帯
観
念
の
自
覚
、
レ
ビ
ィ
・
ブ

リ
ュ
ー
ル
著
『
フ
ラ
ン
ス
近
世
哲
学
史
』（
英
訳
）pp. 384

│389

　
　
（
前
略
）
わ
れ
わ
れ
の
行
為
は
思
考
よ
り
も
は
る
か
に
こ
れ
ら
（
持
っ
て

生
ま
れ
た
性
向
と
性
癖
）
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

生
ま
れ
つ
き
の
性
向
に
は
二
種
類
が
あ
る
。
あ
る
も
の
は
利
己
的
で
あ
っ

て
、
そ
の
個
人
に
自
己
の
保
存
・
安
全
及
び
幸
福
を
追
求
さ
せ
る
。
他
の

も
の
は
利
他
的
で
あ
り
、
個
人
に
そ
の
行
動
中
に
他
人
の
こ
と
を
考
え
、

隣
人
を
愛
す
る
よ
う
に
し
む
け
る
。
す
な
わ
ち
他
人
の
幸
福
の
中
に
自
分

の
幸
福
を
見
い
だ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
家
族
生
活
と
社
会
生
活

に
お
い
て
は
利
他
的
感
情
と
性
向
が
ほ
と
ん
ど
限
り
な
く
増
加
す
る
こ
と

が
歓
迎
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
あ
る
社
会
集
団
の
成
員
全
部
に
同
時
に
発
達

し
、
且
つ
模
倣
と
伝
播
に
よ
っ
て
増
加
す
る
の
で
あ
る
【
廣
池
、
一
九
九

三
：
二
〇
二
│
二
二
一
】

（
5
）　

こ
の
よ
う
な
遠
藤
の
主
張
に
対
し
て
、
日
本
の
仏
教
史
・
社
会
福
祉
学
者

で
あ
る
宮
城
洋
一
郎
は
「
こ
れ
ま
で
の
恩
賜
金
等
に
関
わ
る
議
論
を
批
判
的
に

で
あ
り
ま
す
。
道
徳
を
行
え
ば
、
た
と
い
中
途
に
は
苦
労
あ
る
も
、
最
後

に
物
質
的
も
し
く
は
精
神
的
に
何
も
の
か
で
必
勝
す
る
と
の
成
算
な
く
ば
、

自
分
は
と
に
か
く
、
こ
れ
を
他
人
に
奨
励
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
。

　
　

し
か
し
道
徳
そ
の
も
の
の
本
来
の
性
質
を
も
っ
て
、
た
だ
利
己
主
義
に

の
み
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
大
な
る
誤
り
を
生
じ
ま
す
。
元

来
、
道
徳
と
は
人
間
が
社
会
生
活
を
な
す
に
当
た
り
て
、
正
し
く
且
つ
幸

福
に
生
活
し
て
い
く
必
然
的
な
る
要
求
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
た
だ
利
己
主
義
に
の
み
基
づ
き
、
そ
れ
の
み
を
目
的
と
す
る

道
徳
は
、
お
の
ず
か
ら
社
会
進
化
の
法
則
に
反
し
ま
す
か
ら
、
道
徳
そ
の

も
の
も
、
こ
れ
を
行
う
者
も
、
と
も
に
そ
の
社
会
に
適
応
し
得
ぬ
よ
う
に

な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
従
来
の
因
襲
的
道
徳
は
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ

と
そ
の
精
神
と
異
な
り
て
、
そ
の
実
は
つ
ま
り
利
己
主
義
に
基
礎
を
置
き
、

利
己
主
義
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
ま
私
の
説
く
意
味

の
道
徳
の
基
礎
を
自
己
保
存
の
上
に
置
く
と
い
う
こ
と
と
は
異
な
っ
て
お

る
の
で
、
そ
の
学
説
も
実
行
も
と
も
に
人
類
幸
福
の
実
現
に
対
し
て
不
完

全
で
あ
る
の
で
す
。

　
　

し
か
る
に
最
高
道
徳
は
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
、
た
と
い
一
方
に

お
い
て
は
自
己
の
保
存
及
び
発
達
に
あ
り
、
自
己
を
損
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
出
発
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
も
、
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
一

方
に
お
い
て
は
、
神
の
心
に
同
化
し
て
そ
の
慈
悲
を
体
得
し
、
世
界
人
類

の
平
和
及
び
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
に
自
ら
苦
労
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

自
己
の
品
性
を
完
成
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
単
な
る
利
己

主
義
に
出
発
せ
る
前
者
と
は
、
全
然
そ
の
基
礎
を
異
に
す
る
の
で
あ
り
ま

す
。
故
に
こ
の
最
高
道
徳
は
人
間
最
後
の
勝
利
を
得
る
原
理
で
あ
る
の
で

す
。
こ
れ
、
こ
の
最
高
道
徳
が
一
般
人
に
対
し
て
権
威
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
の
道
徳
は
最
高
道
徳
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
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み
に
、
こ
の
災
害
の
時
に
も
皇
室
か
ら
は
救
恤
金
と
し
て
五
万
円
が
下
賜
さ
れ

た
（
別
紙
資
料
1
参
照
）
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
一
九
二
六
年
二
月
一
三
日
付
の

『
毎
日
申
報
』
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
社
会
事
業
に
御
下
賜
金
四
三
団
体
に
一
四
三

〇
〇
円
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

（
7
）　

義
捐
品
（
衣
服
）
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
京
城
淑
明
女
子
高

等
普
通
学
校
校
友
会
扱
が
一
五
〇
〇
点
（
政
務
総
監
の
婦
人
を
始
め
、
婦
人
無

名
会
、
京
城
組
合
協
会
婦
人
会
、
日
本
基
督
教
会
婦
人
会
、
友
の
会
、
ロ
ー
タ

リ
ー
倶
楽
部
員
、
小
林
源
六
夫
妻
、
淑
明
女
子
高
等
普
通
学
校
校
友
会
の
提
供

に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
）、
朝
鮮
日
報
社
扱
が
三
六
三
点
、
愛
国
婦
人
会

朝
鮮
本
部
扱
が
一
〇
点
、
中
外
日
報
社
及
平
安
南
道
平
原
郡
庁
扱
が
六
一
点
、

合
計
一
九
五
四
点
を
も
っ
て
、
と
く
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
江
原
、
慶
北
、
咸

鏡
の
三
道
に
分
配
さ
れ
た
。
そ
の
様
子
は
当
時
の
新
聞
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
本
府
の
社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
、
初
期
は
恩
賜
金

を
救
貧
と
災
害
救
済
に
充
て
て
い
た
（「
恩
賜
金
罹
災
救
助
基
金
管
理
規
則
」）

が
、
度
重
な
る
災
害
に
よ
っ
て
擁
保
護
者
問
題
（
罹
災
民
、
窮
民
、
病
人
な

ど
）
の
解
決
に
向
け
て
の
社
会
政
策
が
中
心
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
本
府
に

内
務
局
地
方
局
地
方
課
が
、
一
九
二
一
年
に
は
内
務
局
に
社
会
課
が
新
設
さ

れ
、
社
会
課
が
社
会
政
策
に
関
す
る
事
業
を
担
っ
て
き
た
（
一
九
一
一
年
に
は

済
生
院
を
設
置
し
孤
児
養
育
事
業
を
開
始
）。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
竹
並
正
宏

「
韓
国
社
会
福
祉
の
歴
史
（
一
九
一
〇
〜
一
九
四
五
）」
川
崎
医
療
福
祉
学
会
誌

vol. 15. N
o. 2  

二
〇
〇
六
、
三
五
三
頁
〜
三
六
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）　

ち
な
み
に
、
一
九
三
〇
年
の
米
一
俵
の
値
段
は
六
円
二
八
銭
、
一
升
は
三

二
銭
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
官
費
に
よ
る
救
助
費
に
比
べ
る
と
、
こ
の
皇

室
か
ら
の
救
恤
金
は
少
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
9
）　

日
本
統
治
時
代
に
朝
鮮
で
刊
行
さ
れ
た
主
な
新
聞
は
、『
京
城
日
報
』、

『
極
東
時
報
（
中
鮮
新
報
）』、『T

he Seoul Press

』、『
朝
鮮
新
聞
』、『
京
城
新

検
討
さ
れ
、
概
念
の
取
り
方
の
曖
昧
さ
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
を
捉
え
切
れ

て
い
な
い
こ
と
、「
天
皇
制
慈
恵
救
済
金
」
が
国
家
に
よ
る
救
済
政
策
と
は
別

個
に
存
在
し
、
補
完
す
る
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
す
る
な
ど
の
論

を
主
張
さ
れ
た
。」
と
評
価
す
る
も
、
一
方
で
は
「
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
議
論

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
が
対
象
と
す
る
領
域
が
異
な
り
、
一
様
に
捉
え
て
批
判

し
て
い
く
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
。」
と
し
、
遠
藤
が
議
論

の
対
象
に
し
て
取
り
上
げ
た
済
生
会
、
感
化
救
済
事
業
、
民
間
社
会
事
業
へ
の

助
成
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
事
項
は
、
時
代
的
社
会
的
背
景
を
考
慮
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
よ
う
な
議
論
の
た
め
に
は
、
ま
ず
個
々
の
領
域
で
の
検
証
が
必
要
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）　

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の
水
害
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
一

九
二
五
年
の
七
月
か
ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
四
回
の
洪

水
が
発
生
し
、
朝
鮮
の
主
要
河
川
で
あ
る
京
城
の
漢
江
流
域
だ
け
で
も
死
亡
及

び
行
方
不
明
者
三
三
四
名
、
流
失
倒
壊
家
屋
一
万
余
り
を
は
じ
め
、
農
耕
地
、

道
路
、
橋
梁
、
堤
防
な
ど
の
社
会
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
全
国
規

模
に
お
い
て
は
総
督
府
年
間
予
算
の
五
八
％
に
も
達
す
る
一
億
三
百
万
円
の
財

政
的
被
害
と
い
っ
た
莫
大
な
物
的
・
人
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
二
五
年
の
水
害
が
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
被
害
が
あ
ま

り
に
も
甚
大
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
朝
鮮
総
督
府
は
各
種
救
恤
対
策
の
必
要

性
を
実
感
し
、
各
種
災
害
関
連
政
策
の
構
築
の
た
め
に
、
朝
鮮
で
起
き
た
あ
ら

ゆ
る
自
然
災
害
に
関
す
る
情
報
を
総
合
的
に
整
理
し
た
冊
子
を
発
行
す
る
に
い

た
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
二
八
年
に
「
朝
鮮
総
督
府
調
査
資
料
」
第
二
四
輯
（
総

四
七
巻
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
朝
鮮
の
災
害
』
で
あ
る
。
本
書
は
、
洪
水
と

干
害
、
暴
風
と
火
災
を
中
心
に
し
て
、
霜
害
、
雹
害
な
ど
の
主
に
異
常
気
象
に

よ
る
自
然
災
害
を
対
象
に
し
て
お
り
、
当
時
の
歴
史
文
献
と
統
計
調
査
に
よ
っ

て
確
認
で
き
る
朝
鮮
の
自
然
災
害
の
す
べ
て
の
情
報
を
網
羅
し
て
い
る
。
ち
な
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行
部
数
を
基
準
に
み
て
み
る
と
、
京
城
日
報
の
発
行
部
数
が
二
六
〇
〇
〇
部
ほ

ど
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
両
新
聞
は
そ
れ
ぞ
れ
四
八
八
五
三
部
、
四
一
五
七
二

部
に
及
ぶ
。
日
本
語
新
聞
に
つ
い
て
は
当
時
朝
鮮
で
発
行
さ
れ
て
い
る
新
聞
よ

り
は
日
本
で
発
行
さ
れ
た
の
ち
朝
鮮
に
輸
入
さ
れ
た
新
聞
の
ほ
う
が
好
ま
れ
た

よ
う
で
あ
る
（
も
と
も
と
朝
鮮
で
の
人
気
を
狙
っ
て
発
行
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
朝
鮮
版
を
作
成
す
る
な
ど
、
朝
鮮
で
の
基
盤
形
成
・
確
保
に
つ
と
め
て
い

た
こ
と
は
事
実
）。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
総
督
府
側
の
資
料
で
も
両
新
聞
の
ほ

う
が
記
事
内
容
や
報
道
の
早
さ
な
ど
に
お
い
て
、
朝
鮮
現
地
発
行
の
日
本
語
新

聞
に
比
べ
て
よ
り
優
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

⑵　

朝
鮮
新
聞
（
一
九
〇
八
〜
一
九
二
一
）

　
　

一
九
〇
八
年
一
一
月
二
〇
日
に
発
行
認
可
を
得
て
、
日
本
語
新
聞
と
し
て
発

行
さ
れ
た
日
刊
新
聞
（
実
質
創
刊
は
一
八
八
八
年
で
、
朝
鮮
で
日
本
語
新
聞
で

は
最
古
）。
京
城
日
報
、
釡
山
日
報
と
と
も
に
当
時
朝
鮮
で
発
行
さ
れ
た
三
大

日
本
語
新
聞
の
一
つ
で
あ
る
。
在
朝
鮮
日
本
人
社
会
の
世
論
に
相
当
の
影
響
力

が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
、〝

日
本
人
の
大
陸
に
お
け
る
進
取
、
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る〞

と
標
榜
す
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
大
陸
進
出
を

積
極
的
に
広
報
す
る
論
調
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
発
行
部
数

は
、
一
九
二
九
年
・
一
八
四
三
七
部
、
一
九
三
三
年
・
二
〇
七
一
七
部
、
一
九

三
五
年
・
二
〇
七
九
五
部
、
一
九
三
九
年
・
二
四
七
八
三
部
と
の
記
録
が
あ

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
京
城
日
報
に
つ
ぐ
発
行
部
数
の
多
い
新
聞
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

⑶　

釡
山
日
報
（
一
九
一
五
〜
一
九
四
四
）

　
　
「『
釡
山
日
報
』
は
一
九
〇
五
年
創
刊
の
『
朝
鮮
日
報
』
の
後
身
で
あ
り
、
一

九
〇
七
年
改
題
さ
れ
て
以
来
、
日
本
統
治
末
期
ま
で
刊
行
さ
れ
た
有
力
な
日
刊

紙
で
あ
る
。
在
朝
日
本
人
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
日
本
語
新
聞
で
あ
り
、
韓
国
強

制
併
合
以
前
か
ら
日
本
の
韓
国
侵
略
と
植
民
地
経
営
、
そ
し
て
植
民
地
で
の
自

聞
』、『
京
城
日
日
新
聞
（
朝
鮮
日
日
新
聞
）』、『
東
亜
法
政
新
聞
（
法
政
警
察

新
聞
・
法
政
新
聞
）』、『
朝
鮮
商
工
新
聞
』、『
朝
鮮
警
察
新
聞
』、『
朝
鮮
毎
日

新
聞
』、『
朝
鮮
教
育
新
聞
』、『
湖
南
日
報
（
朝
鮮
中
央
新
聞
・
中
鮮
日
報
）』、

『
木
浦
新
報
』、『
光
州
日
報
』、『
全
北
日
報
』、『
群
山
日
報
』、『
東
光
新
聞
』、

『
朝
鮮
時
報
』、『
釡
山
日
報
』
の
一
九
種
類
（
週
刊
・
日
刊
、
地
方
紙
）
で
あ

る
。
す
べ
て
の
新
聞
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
日
本
統
治
時
代
前

後
に
創
刊
し
、
か
つ
有
力
紙
で
あ
っ
た
『
京
城
日
報
』、『
朝
鮮
新
聞
』、『
釡
山

新
聞
』
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
み
て
い
く
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
は
今
後
の

植
民
地
時
代
に
お
け
る
現
地
情
勢
を
知
る
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
点
で
今

後
も
本
研
究
と
深
く
関
係
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
先
に
こ
こ
で
触
れ
て
お
く
こ

と
の
意
味
は
大
き
い
。

　

⑴　

京
城
日
報
（
一
九
〇
六
〜
一
九
四
五
）

　
　

一
九
〇
六
年
八
月
一
〇
日
に
発
行
認
可
を
得
て
創
刊
さ
れ
た
（
実
際
の
創
刊

号
は
九
月
一
日
発
行
）。
統
監
府
の
機
関
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
、
韓
国
併
合
と

と
も
に
朝
鮮
総
督
府
の
機
関
誌
と
な
っ
た
（
韓
国
併
合
に
際
し
て
総
督
府
の
機

関
誌
と
し
て
、
総
督
政
治
を
積
極
的
に
広
報
す
る
た
め
に
発
刊
し
た
新
聞
は
京

城
日
報
﹇
日
本
語
﹈、
毎
日
新
﹇
申
﹈
報
﹇
ハ
ン
グ
ル
﹈、
ソ
ウ
ル
プ
レ
ス
﹇
英

語
﹈
の
三
種
）。
統
監
府
機
関
誌
で
あ
る
京
城
日
報
は
、
当
時
統
監
の
伊
藤
博

文
の
主
導
的
活
動
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
発
行
部
数
は
朝
鮮
総
督
府
の
資
料

に
よ
る
と
、
一
九
二
九
年
・
二
六
三
五
二
部
、
一
九
三
三
年
・
三
五
五
九
二

部
、
一
九
三
五
年
・
三
四
二
九
四
部
、
一
九
三
九
年
・
六
一
九
七
六
部
で
あ

り
、
発
行
部
数
で
は
、
民
間
ハ
ン
グ
ル
新
聞
で
あ
る
『
朝
鮮
日
報
』
と
『
東
亜

日
報
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
当
時
朝
鮮
で
発
行
さ
れ
た
日
本
語
版
新
聞
の

な
か
で
、
発
行
部
数
で
は
断
ト
ツ
の
一
位
を
占
め
て
い
た
。
た
だ
し
、
日
本
で

発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語
新
聞
の
朝
鮮
移
入
部
数
に
比
べ
る
と
、
少
な
い
。
な

か
で
も
人
気
の
あ
っ
た
大
阪
毎
日
新
聞
と
大
阪
朝
日
新
聞
の
一
九
二
九
年
の
発
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こ
と
の
解
決
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
時
代
の
情
勢
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
本
研
究
に
お
い
て
も
、
前
述
の
課
題
は
、
今
後
少
な
か
ら

ず
関
係
し
て
く
る
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
記
事
資
料
の
読
み
込
み
に
は
細

心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

国
民
の
利
益
確
保
の
た
め
に
筆
を
振
る
い
、
解
放
以
降
も
し
ば
ら
く
発
行
さ

れ
、
本
土
に
引
き
揚
げ
る
過
程
ま
で
も
記
録
と
し
て
残
し
て
い
る
、
実
に
日
本

強
占
期
の
生
々
し
い
日
々
報
告
書
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
、
植
民
地
の
中
央
の

京
城
で
は
な
く
、
最
大
の
植
民
地
都
市
で
あ
る
釡
山
で
刊
行
さ
れ
、
本
国
と
植

民
地
の
中
間
に
お
い
て
在
朝
日
本
人
た
ち
の
よ
り
内
密
な
植
民
地
官
と
彼
ら
の

社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
把
握
す
る
の
に
お
い
て
、
京
城
の
有
力
な
言
論
よ
り

効
果
的
で
あ
る
。」（
ベ
ビ
ョ
ン
ウ
ク
、
二
〇
一
二
：
二
、
筆
者
直
訳
）
発
行
部

数
は
、
一
九
二
九
年
・
五
一
七
四
部
、
一
九
三
三
年
・
四
〇
三
四
部
、
一
九
三

五
年
・
四
三
三
七
部
、
一
九
三
九
年
・
四
〇
三
九
部
。
ち
な
み
に
、『
釡
山
日

報
』
は
現
在
の
『
釡
山
日
報
』
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

（
10
）　

本
研
究
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、『
釡
山
日
報
』
は
、「
本
国
と
植
民

地
の
中
間
に
お
い
て
在
朝
日
本
人
た
ち
の
よ
り
内
密
な
植
民
地
官
と
彼
ら
の
社

会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
把
握
す
る
の
に
お
い
て
、
京
城
の
有
力
な
言
論
よ
り
効

果
的
で
あ
る
」
と
す
る
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。。
一
方
で
、『
東
亜
日
報
』
に

つ
い
て
は
、
前
章
で
列
挙
し
た
日
本
統
治
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
新
聞
と
は
や
や

性
格
が
異
な
る
（
総
督
府
批
判
記
事
を
扱
い
、
創
刊
初
期
以
後
、
総
督
府
か
ら

数
々
の
弾
圧
を
受
け
て
い
る
）。
近
年
、
こ
れ
ら
の
日
本
統
治
時
代
に
刊
行
さ

れ
た
新
聞
は
釡
山
広
域
市
立
市
民
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
古
文
献
室
の
「
近
現
代

新
聞
資
料
」
や
国
史
編
纂
委
員
会
韓
国
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
日
本
強
占
期
」

資
料
か
ら
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
『
釡
山
日
報
』
は
、
基
礎
学
問

資
料
セ
ン
タ
ー
「
土
台
研
究
D 

B
│
日
帝
時
期
釡
山
日
報
記
事
目
録
及
び
記
事

検
索
の
た
め
の
D 

B
構
築
」
か
ら
記
事
が
検
索
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
時

期
は
閲
覧
す
ら
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
影
印
版
と
し
て
ウ
ェ
ブ
公

開
・
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
研
究
環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ
た

が
、
問
題
は
そ
れ
ら
の
史
資
料
を
用
い
た
研
究
業
績
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
や
、
版
元
と
影
印
版
と
ウ
ェ
ブ
資
料
と
の
間
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
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別紙資料１　救恤金内訳
西暦 下賜日付 救恤金内訳（文末の「救恤として○○円下賜」は省略） 金額

1910年

1911年
8月 19日 7月上旬、朝鮮全土で暴風雨、死傷行方不明者 258名、流失倒壊家屋 24,746戸、救恤として 7,500円下賜 7,500

10月 9日 9月上旬、朝鮮全土で暴風雨、死傷者 140余名、流失倒壊家屋 2,000余戸 5,700

1912年
大正元

11月 2日 7月、京畿、忠北、忠南、慶北、慶南、全北、平北、江原の 8道で豪雨、死傷行方不明 158名、流失倒壊家屋
8,000余戸 2,700

11月 -日 9月、慶南、黄海、平南、咸南の 4道で水害、死傷行方不明 140余名、流失倒壊家屋 12,496戸 2,700

1913年

1914年

7月 -日 7月、朝鮮各地で豪雨 1,200

11月 10日 咸南、咸北で水害、死傷行方不明 629名、流失倒壊家屋 28,431戸 8,600

11月 26日 西鮮地方で水害、死傷行方不明 117名、流失倒壊家屋 2,764戸 1,200

1915年 10月 15日 7月、9月に京畿、慶南、平安、江原、咸鏡の 5道で風水害、死傷行方不明 1,092名、流失倒壊家屋 28,088戸 7,600

1916年
8月 26日 6月中旬、京畿以南地方で水害、死傷行方不明 195名、流失倒壊家屋 18,514戸 4,800

10月 7日 8月、江原道で水害、死傷行方不明 151名、流失倒壊家屋 1,956戸 900

1917年 10月 20日 7月から 8月にかけて朝鮮全土で風水害、死傷行方不明 259名、流失倒壊家屋 6,730戸 2,200

1918年

1919年 10月 6日 8月上旬、京畿、慶北、黄海、平南、咸南の 6道で暴風雨、死傷行方不明 581名、流失倒壊家屋 10,302戸 1,500

1920年
2月 25日 9月から 10月にかけて京畿、慶北、黄海、平南、咸南の 6道で暴風雨、死傷行方不明 850名、流失倒壊浸水

家屋 17,876戸 6,600

10月 9日 7月上旬から 8月にかけて平北、咸鏡を除く各道で豪雨、死傷行方不明 1,352名、流失倒壊浸水家屋 52,016戸 15,000

1921年

1922年

4月 24日 3月 23日慶南北道で暴風雨、死傷行方不明 58名 300

8月 1日 7月上旬、慶北で暴風、死傷行方不明 132名、流失倒壊浸水家屋 319戸 300

8月 5日 7月上旬、慶南で暴風雨、死傷行方不明 58名、流失倒壊浸水家屋 2,213戸 500

8月 23日 8月、京畿、忠北、忠南、全南、慶南、黄海、江原の 7道で豪雨、死傷行方不明 197名、流失倒壊浸水家屋
17,500戸 3,600

9月 23日 8月上旬、京畿、黄海、平南、江南、咸南の 5道で豪雨、死傷行方不明 155名、流失倒壊浸水家屋 23,000戸 5,600

1923年
大正 12

8月 8日 7月 30日から 8月上旬にかけて京畿、忠北、忠南、全南、黄海、平北、江原、咸南の 8道で水害、死傷行方
不明 288名、流失倒壊浸水家屋 30,575戸 7,000

8月 22日 8月中旬、京畿、慶南、黄海、平南の 4道で暴風雨、死傷行方不明 1,254名、流失倒壊浸水家屋 16,106戸 13,000

1924年 8月 7日 京畿、黄海、江原の 3道で暴風雨、死傷行方不明 89名、流失倒壊浸水家屋 16,536戸 2,000

1925年 7月 25日 朝鮮全土で暴風雨、死傷行方不明 697名、流失倒壊浸水家屋 59,942戸 50,000

1926年 9月 7日 平北で水害、死傷行方不明 135名、流失倒壊浸水家屋 2,971戸 3,000

1927年

1928年 9月 21日 9月、咸北、咸南で水害、死傷行方不明 1,400名 1,000

9月 29日 9.21の下賜に加えて 5,000円下賜 5,000

1929年

1930年
昭和 5

7月 28日 平北、平南を除く総ての道で水害、死傷行方不明 2,657名、流失倒壊浸水家屋 37,438戸 30,000

8月 -日 6月下旬、朝鮮総督府管内で暴風雨 30,000

1931年
5月 8日 4月 5日から 6日にかけて朝鮮南部で暴風雨 1,000

9月 21日 8月 26日から 27日にかけて朝鮮全土で風水害、死傷行方不明 580名、流失倒壊浸水家屋 11,435戸 14,000

1932年 9月 1日 朝鮮南部で暴風雨、死傷行方不明多数、倒壊浸水家屋 541戸 800

1933年

7月 15日 6月下旬から 7月上旬にかけて京畿以南で暴風雨、死傷行方不明 236名、流失倒壊浸水家屋 21,290戸 3,000

8月 28日 7月中旬から 8月上旬にかけて全羅、慶尚、江原、咸南の 4道で暴風雨、死傷行方不明 741名、流失倒壊浸水
家屋 25,650戸 25,000

9月 28日 9月初旬、忠南、全羅、慶尚、江原、咸鏡の 5道で風水害、死傷行方不明 264名 8,000

1934年
7月 -日 6月初旬朝鮮総督府管内で暴風雨 金一封

8月 21日 7月中旬、朝鮮南部で暴風雨、死傷行方不明 787名、流失、倒壊浸水家屋 34,380戸 45,000

1935年
8月 9日 7月下旬、朝鮮南部及び西部で豪雨 10,000

11月 3日 朝鮮各地で暴風雨、罹災者 4,000

1936年 8月 29日 7月から 8月にかけて朝鮮全土で豪雨 20,000

1937年
5月 7日 4月中旬、朝鮮全土で暴風雨 12,000

8月 14日 8月初旬、平北で豪雨 10,000

1938年 8月 6日 7月、朝鮮各地で豪雨 金一封

1939年

1940年

1941年 7月 15日 6月下旬から 7月上旬にかけて朝鮮各地で水害、罹災者 金一封

1942年 8月 20日 8月初旬、朝鮮各地で水害、罹災者 5,000

1943年

1944年

1945年

合　　計 377,300
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別
紙
資
料
２
　『
毎
日
申
報
』
記
事
か
ら
み
た
風
水
害
お
よ
び
恩
賜
金
関
連
記
事
（
一
部
）

昭
和
五
年
の
風
水
害
に
関
す
る
記
事
と
皇
室
か
ら
の
恩
賜
金
が
行
き
渡
っ
た
内
容
が
示
さ
れ
た
記
事
の
見
出
し
と
内
容
一
覧

『
毎
日
新
（
申
）
報
』（

매
일

신
보
）

9,
40

3
件
（

6
月

26
日
～

6
月

30
日
ま
で

96
1
件

/2
件
、

7
月
全
体
は

6,
04

2
件

/4
90
件
、

8
月
全
体

8,
71

9
件

/2
,4

00
件

[
日
時
順
整
列
で
検
索

]）
件
の
う
ち

56
4
件

整
理

番
号

見
出
し

生
成
日

記
事
位
置

記
事
内
容

区
分

10
8

全
北
道
農
務
課

에
서

 四
郡
技
術
員
召
集

 三
萬
二
千
餘
町
步
浸
水

에
 對

하
야

 救
急
的
對
策

을
 指
導

19
30

/7
/1

1
03

면
 0

1
단

降
雨
，
被
害
，
農
務
課
，
農
事
技
術
員
非
常
召
集

〃

13
7

再
襲

한
 今
番

의
 豪
雨

 犠
牲
生
靈
七
十
四
名

〃
02

면
 0

1
단

수
해
，
浸
水

〃

15
3

安
東
縣

의
 暴
雨

 三
時
間

에
 百
七
十
五
米
降
下

〃
03

면
 0

7
단

豪
雨
，
地
方
事
務
所

〃

17
1

又
復
豪
雨
襲
來

로
 麻
浦
東
幕
一
帶
水
亂

19
30

/7
/1

4
02

면
 0

1
단

마
포

소
방

대
，

홍
제

소
년

군
，

경
성

부
，

사
진

〃

18
2

一
日
二
百
四
十
六
粍

의
 江
原
道

의
 暴
雨

 긔
억

깁
흔

 을
축

년
보

다
 십

하
다

 第
二
次
水
害

는
 調
査
中

〃
03

면
 0

3
단

春
川
，
金
化

〃

18
9

三
次

의
 豪
雨
襲
來

로
 全
州
地
方
大
水
亂

 매
평

강
우

량
은

 백
륙

십
칠

미
리

 各
方
面
別
被
害
調
査

〃
〃

金
德
童
，
第
二
公
立
普
通
學
校
，
師
範
學
校
，
金
仁
賛
，
張
善
行
，
姜
德
洙

〃

19
9

小
林
源
六
氏
篤
志

 貧
民

에
게

 施
米

 오
랫

동
안

 장
마

로
 살

수
업

는
 一
般

의
 稱
頌
藉
藉

〃
02

면
 0

8
단

빈
민

구
제
，
小
林
源
六

〃

24
5

南
海

의
 大
暴
雨
襲
來

 釡
山
，
倒
壞
浸

 水
二
百
戶

〃
02

면
 0

1
단

부
산

〃

25
4

暴
雨
依
然
繼
續

〃
〃

不
明

〃

25
7

道
에

서
 救
濟
金

 一
千
圓
支
出

 孫
參
與
官

이
 現
傷

에
 急
行

 避
難
民
救
助

에
 着
手

〃
02

면
 0

8
단

不
明

〃

33
6

全
北
道

의
 水
害
罹
災
民

 救
濟
金
募
集

〃
03

면
 0

7
단

水
害

〃

34
2

人
命

의
 被
害

만
 二
千
名

을
 突
破

 廿
二
日
午
前
十
時
警
務
局
調
查

 水
害
累
計
表

〃
02

면
 0

7
단

不
明

〃

35
6

勿
驚

! 人
命
被
害
二
千
七
百
餘
名

 廿
三
日
午
前
十
時
警
局
調
査

 水
害
累
計
表

〃
02

면
 0

7
단

不
明

〃

37
4

事
機

가
 緊
急

하
야

 道
議
開
催

도
 不
能

 은
사

금
등

 사
만

원
으

로
 구

조
할

터
 李
知
事

의
 水
害
應
急
策

〃
03

면
 0

4
단

江
原
道
地
方
費

〃

37
7

家
屋

의
 流
失

과
 倒
壞
等

 實
로

 一
萬
餘
戶

를
 突
破

〃
02

면
 0

1
단

수
해
，

풍
재

〃

38
4

災
地

에
 又
復
暴
雨

 춘
쳔

과
 기

타
 각

군
을

 중
심

으
로

〃
〃

강
원

도
〃

40
1

水
害
程
度
調
查
後

 國
庫
補
助

를
 申
請

〃
03

면
 0

6
단

風
水
害

〃

40
9

全
國
的
義
捐
金
募
集

을
 拓
務
次
官

에
게

 電
請

〃
02

면
 0

4
단

義
捐
金

〃

41
7

農
民
社

에
서

도
 救
濟
金
募
集

〃
02

면
 1

1
단

朝
鮮
農
民
社
，
韓
元
彬

〃

44
9

水
害

 義
捐
金

〃
02

면
 1

0
단

天
主
敎
靑
年
會
聯
合
會

記
事

45
7

家
屋
流
失
復
舊

에
 地
方
費

를
 支
出
補
助

〃
〃

水
害
，
地
方
費

〃

45
9

朝
鮮
風
水
害

에
 救
恤
金
下
賜

19
30

/7
/2

9
01

면
 0

1
단

不
明

〃

46
0

〃
〃

〃
不
明

〃

46
3

水
害
義
捐
金

〃
02

면
 1

0
단

不
明

〃

47
1

救
恤
金
下
賜

의
 公
電

 今
日
本
府

에
 到
着

〃
01

면
 0

2
단

不
明

記
事

48
2

忠
南
道

의
 義
捐
金
募
集

 一
般

에
 勸
誘
中

〃
03

면
 0

9
단

暴
雨
，
社
會
事
業
協
會
忠
南
道
支
部
，
愛
國
婦
人
公
州
支
部

〃

48
4

故
鄕
水
害
消
息

 듯
고

 遠
方

에
서

 續
續
送
金

〃
02

면
 0

1
단

暴
風
雨
，
朝
鮮
社
會
事
業
協
會
，
義
捐
金

〃

49
3

災
害
地
尉
問
使

 海
江
田
侍
從
入
城

19
30

/8
/1

01
면

 0
2
단

朝
鮮
風
水
害
，
東
京
驛
，
釡
山
，
京
城
驛

〃

50
8

海
江
田
侍
從

 江
原
道

에
 出
發

〃
01

면
 0

5
단

사
진

〃

51
3

海
江
田
侍
從

 聖
旨

를
 傳
達

 李
江
原
道
知
事

 被
害
狀
況
報
吿

 鴻
大

한
 皇
恩

에
 感
泣

〃
03

면
 0

1
단

野
上
，
村
上
，
田
中
，
山
本
，
春
川
，
聖
旨
傳
達
式
，
下
賜
金

〃

52
0

海
江
田
侍
從

 視
察
日
程
變
更

19
30

/8
/3

01
면

 0
9
단

不
明

〃

52
2

皇
恩
洪
大

에
 恐
懼
感
泣

 聖
旨
傳
達

을
 拜
受

하
고

 李
江
原
道
知
事
謹
話

〃
03

면
 0

1
단

海
江
田
，
風
水
害

記
事

52
3

聖
旨
傳
達
式

〃
사

진
〃

53
6

水
害
遭
難
者

에
 救
助
金
配
附

 江
陵
郡

에
서

〃
03

면
 0

3
단

暴
風
雨
被
害
者
調
查

〃

53
7

咸
南
知
事

에
 聖
旨
傳
達

 海
江
田
侍
從

이
 元
山
府
廳

에
서

〃
03

면
 0

8
단

不
明

〃

53
8

罹
災
者

에
 下
賜
金
傳
達

 水
原
郡

에
서

19
30

/8
/8

03
면

 1
0
단

水
害
罹
災
民

〃

54
1

海
江
田
侍
從
全
州
到
着

〃
03

면
 0

1
단

사
진

〃

54
2

衣
服
五
百
件

은
 罹
災
民

에
 發
送

〃
07

면
 0

7
단

不
明

〃

54
4

海
江
田
侍
從
來
全

 聖
旨
傳
達

 金
知
事
禮
辭
言
上

〃
03

면
 0

5
단

全
州
，
金
堤
郡
，
金
瑞
圭

記
事

54
5

忠
北
道

의
 下
賜
金
傳
達
式

 淸
州
郡
守

에
게

19
30

/8
/1

1
03

면
 0

3
단

風
水
害

〃

54
7

慶
北
道

의
 下
賜
金
傳
達
式

 十
二
郡
守
召
集

〃
03

면
 1

0
단

不
明

〃

55
2

原
州
郡

의
 救
恤
金
傳
達
式

 二
十
日
午
前

에
〃

03
면

 0
6
단

風
水
害
，
原
州
郡

〃


